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原
典
研
究

イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
著『
治
癒
』

形
而
上
学
訳
註
（
第
一
巻
第
四
章
）

イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー
ナ
ー
『
治
癒
の
書
』
研
究
会

訳
・
註　

小
林
春
夫

加
藤
瑞
絵

倉
澤　

理

矢
口
直
英

索
引　

倉
澤　

理

凡　
　

例

『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
五
号
（
二
○
一
三
年
）
一
○
三
―
一
三
六
頁

に
掲
載
し
た
第
一
巻
第
三
章
訳
註
の
凡
例
（
一
○
三
―
一
○
四
頁
）
に
従
う
。

た
だ
し
、
テ
ク
ス
ト
の
異
読
に
関
し
て
は
、B

ertolacci (tr.), pp. 114-129

の
正
誤
表

（
B
に
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
る
）
を
主
と
し
て
参
照
し
た
。
ま
た
、
参
考
文
献

と
し
て
以
下
の
著
書
を
追
加
す
る
。

D
as Buch der G

enesung der Seele: Eine philosophische Enzyklopädie Avicennas. 
II. Serie: D

ie Philosophie. III. G
ruppe und XIII Teil. D

ie M
etaphysik, Theologie, 

K
osm

ologie und Ethik, transl. by M
ax H

orten, H
alle a.S. und N

ew
 York: Verlag von 

R
udolf H

aupt, 1907 (repr. B
ibliolife, n.d.)(= H

orten (tr.)).

K
itâbu’ş-Şifâ, M

etafizik, transl. by Ekrem
 D

em
irli &

 Ӧ
m

er Türker, 2 vols., 
İstanbul: LiteraYayıncılık, 2004-2005 (= D

em
irli &

 Türker (tr.)).

第
一
巻
第
四
章　

こ
の
学
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
事
柄
の
全
体
に
つ
い
て（

1
）

我［
１
］々
は
こ
の
学
術
に
お
い
て
、
①
「
も
の
」
お
よ
び
「
存
在
者
」
と
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
②
「
非
存
在
」
に
つ
い
て（

2
）
、
③
必
然
的
存
在（

3
）

に
お
け
る（

4
）「
必

然
性
」
と
そ
の
諸
条
件
、︹
可
能
的
存
在
に
お
け
る
︺「
可
能
性
」
と
そ
の
実
相
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

5
）
。
ま
た
こ
れ
（
＝
必
然
性
と
可
能
性
に
つ
い
て
の

考
察
）
は
「
可
能
態
」
と
「
現
実
態
」
に
つ
い
て
の
考
察
で
も
あ
る（

6
）
。

次［
２
］
に
、
①
「
自
体
的
な
も
の
」
と
「
附
帯
的
な
も
の
」
に
つ
い
て（

7
）
、
②
「
真
な
る

も
の
」
と
「
偽
な
る
も
の
」
に
つ
い
て（

8
）
、
③
「
実
体
」
と
そ
の
区
分
に
つ
い
て
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

9
）
。︹
実
体
の
区
分
に
つ
い
て
︺
と
い
う
の
は
、
存
在
者
が
実
体

で
あ
る
と
き
、
自
然
学
的
で
あ
っ
た
り
数
学
的
で
あ
っ
た
り
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
以

外
の
実
体
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る（
10
）
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
は
次
の
こ
と
を
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
「
質
料
」
と
し
て
の
実
体
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う

な
在
り
方
を
し
て
い
る
の
か（
11
）
。︹
形
相
か
ら
︺
離
在
す
る
の
か
し
な
い
の
か（
12
）
。
種
に

お
い
て
一
致
す
る
の
か
異
な
る
の
か（
13
）
。
形
相
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
か（
14
）
。
⑤
「
形

相
」
的
実
体
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
在
り
方
を
し
て
い
る
の
か
。︹
質
料
か
ら
︺

離
在
す
る
の
か
し
な
い
の
か
。
⑥
︹
質
料
と
形
相
の
︺「
結
合
体
」
は
ど
の
よ
う
な
在
り

方
を
し
て
い
る
の
か
。︹
質
料
と
形
相
の
︺
各
々
は
︹
結
合
体
の
︺
定
義
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
在
り
方
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
定
義
と
定
義
さ
れ
る
も
の
と
の
関
係
は
ど
う
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か（
15
）
。

附［
３
］帯
性
は
あ
る
仕
方
で
実
体
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
こ
の
学
に
お
い

て
、
①
附
帯
性
の
本
性
と
そ
の
種
類（
16
）
、
②
附
帯
性
を
定
義
す
る
際
の
定
義
の
在
り
方

を（
17
）

探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
③
附
帯
性
に
属
す
る
各
々
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
つ
い
て
探
究
す
る
と
と
も
に（
18
）
、
④
実
体
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
体
で
あ

る
と
憶
測
さ
れ
う
る
も
の（
19
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
附
帯
性
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
。

す［
４
］べ
て
の
実
体
は
先
行
と
後
行
に
即
し
て
序
列
を
な
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
附
帯

性
も
同
様
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
20
）
。

次［
５
］に
こ
の
箇
所
で
は
、
①
「
普
遍
」
と
「
個
」、
②
「
全
体
」
と
「
部
分
」、
③
「
普
遍

的
自
然
本
性
」
の
在
り
方
―
―
個
物
の
中
に
存
在
す
る
か
、
霊
魂
の
中
で
は
ど
の
よ
う
に

存
在
し
て
い
る
の
か
、
個
物
や
霊
魂
か
ら
離
れ
て
存
在
す
る
の
か
―
―
に
つ
い
て
探
究
す

る
の
が
適
当
で
あ
る（
21
）
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
④
「
類
」
や
「
種
」
と
、
そ
れ
に
類
似
し

た
も
の
に
つ
い
て
も
探
究
す
る（
22
）
。

存［
６
］在
者
が
「
原
因
」
や
「
結
果
」
で
あ
る
と
き
、
存
在
者
は
自
然
学
的
で
あ
っ
た
り
数

学
的
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
そ
の
他
の
何
か
で
あ
っ
た
り
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
以
上
の

議
論
に
続
け
て（
23
）
、
①
原
因
と
そ
の
種
類
お
よ
び
様
態
、
②
原
因
と
結
果
の
あ
る
べ
き

関
係
、
③
作
用
原
理
（
＝
能
動
因
）
と
そ
れ
以
外
︹
の
原
因
︺
と
の
区
別
に
つ
い
て
論
じ

る
の
が
適
当
で
あ
る（
24
）
。
ま
た
、
④
作
用
す
る
こ
と
（
＝
能
動
）
と
作
用
を
受
け
る
こ

と
（
＝
受
動
）、
⑤
形
相
︹
因
︺
と
目
的
︹
因
︺
と
の
区
別
、
両
者
の
存
在
の
確
定
、
両

者
は
各
段
階
に
お
い
て
第
一
の
原
因
に
行
き
つ
く
こ
と
（
＝
無
限
連
鎖
の
否
定
）
に
つ
い

て
も
論
じ
る（
25
）
。

︹［
７
］こ
の
よ
う
に
し
て
︺
原
理
と
始
原（
26
）

に
つ
い
て
の
議
論
を
明
ら
か
に
す
る（
27
）
。
さ

ら
に
、
①
「
先
行
」
と
「
後
行
」（
28
）
、
②
「
生
成
」
と
そ
の
種
類
お
よ
び
特
徴（
29
）
、
③

自
然
本
性
に
お
い
て
先
行
す
る
も
の
と
知
性
に
お
い
て
先
行
す
る
も
の
に
つ
い
て
論
じ
、

④
知
性
に
お
い
て
先
行
す
る
事
物
の
存
在
を
確
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
否
定
す
る
者

の
語
り
口
を
検
討
す
る（
30
）
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
関
し
て
真
理
に
反
す
る
通
説
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
論
駁
す
る（
31
）
。

以［
８
］
上
の
事
柄（
32
）

や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
は
〈
存
在
で
あ
る
限
り
の
存
在
〉
に
附
随
す

る
も
の
で
あ
る
が（
33
）
、「
一
」
は
「
存
在
」
と
等
値
で
あ
る
の
で
、
一
に
つ
い
て
も
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
34
）
。
一
に
つ
い
て
考
察
す
る
な
ら
ば
「
多
」
に
つ
い
て
も
考
察

し
、
両
者
が
対
立
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
35
）
。
ま
た
こ
こ
で
、

「
数
」
に
つ
い
て
、
数
は
存
在
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
あ
る
面
で
数
の
対

立
物
で
あ
る
「
連
続
量
」（
36
）

は
存
在
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
を
考
察
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い（
37
）
。
ま
た
、
数
や
連
続
量
に
関
す
る
誤
っ
た
見
解
の
す
べ
て
を
列
挙

し
、
い
か
な
る
数
や
連
続
量
も
存
在
者
を
離
れ
て
存
在
す
る
こ
と
は
な
く
、
存
在
者
の
原

理
で
も
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る（
38
）
。
ま
た
、
形
態
な
ど
の
よ
う
に
、
数
お
よ
び
連

続
量
に
附
帯
す
る
も
の
を
確
定
す
る（
39
）
。

さ［
９
］
て
、
一
に
附
随
す
る
も
の
と
し
て
は
、「
同
質
」（
＝
質
に
お
い
て
一
）、「
同
量
」

（
＝
量
に
お
い
て
一
）、「
同
等
」（
＝
関
係
に
お
い
て
一
）、「
同
類
」（
＝
類
に
お
い
て

一
）、「
同
様
」（
＝
特
性
に
お
い
て
一
）、「
同
種
」（
＝
種
に
お
い
て
一
）、「
同
一
」（
＝

相
互
に
一
）（
40
）
が
あ
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
を
個
別
に
論
じ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
対
立

す
る
も
の
に
つ
い
て
も
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
対
立
す
る
も
の
は
、

「
非
−
同
質
」（
＝
質
に
お
い
て
多
）、「
非
−
同
量
」（
＝
量
に
お
い
て
多
）、「
非
−
同
類
」

（
＝
類
に
お
い
て
多
）、「
非
−
同
様
」（
＝
特
殊
性
に
お
い
て
多
）、
そ
し
て
「
非
」
一
般

の
よ
う
に
多
に
対
応
し
て
い
る
こ
と（
41
）
、「
差
異
」（khilāf

）
や
「
対
立
」（taqābul

）
と

そ
れ
ら
の
種
類
、
真
の
意
味
で
の
反
対
（taḍādd

）
と
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も

論
じ
る（
42
）
。

そ
の
後
に
、
存
在
者
の
諸
原
理
に
移
る（
43
）
。
そ
こ
で
、
①
第
一
原
理
が
存
在
す
る
こ

と（
44
）
、
第
一
原
理
は
最
も
卓
越
し
た
在
り
方
に
お
い
て
「
一
」
で
あ
り
「
真
」
で
あ
る

こ
と
を
確
定
す
る
。
そ
し
て
、
②
第
一
原
理
は
い
く
つ
の
側
面
か
ら
一
で
あ
り（
45
）
、
い

く
つ
の
側
面
か
ら
真
で
あ
る
の
か（
46
）
、
③
第
一
原
理
は
い
か
に
し
て
す
べ
て
を
知
り
、

す
べ
て
を
な
し
得
る
の
か
―
―
そ
も
そ
も
第
一
原
理
が
「
知
る
」（
知
）
と
か
「
な
し
得

る
」（
力
）
と
か
は
何
を
意
味
す
る
の
か（
47
）
、
④
第
一
原
理
は
「
寛
大
」
で
あ
る
こ
と

（
48
）
、
⑤
第
一
原
理
は
「
平
安
の
源
」
す
な
わ
ち
「
純
粋
善
」（
49
）

で
あ
り
、「
愛
さ
れ
る
も

の
」
そ
れ
自
体
で
あ
り
、
真
に
「
甘
美
な
る
も
の
」
で
あ
り
、
真
の
「
美
し
さ
」
を
も
つ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る（
50
）
。
さ
ら
に
、
第
一
原
理
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
憶

測
さ
れ
て
い
る
諸
説
で
真
理
に
反
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
排
除
す
る
。

次
に
、
以
下
の
事
柄
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
①
第
一
原
理
と
そ
れ
に
由
来
す
る
存
在
者

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
第
一
原
理
か
ら
最
初
に
生
じ
る
も
の
に
つ
い
て（
51
）
、
②
第

一
原
理
か
ら
生
じ
る
存
在
者
の
序
列
に
つ
い
て
―
―
そ
れ
は
天
使
的
・
知
性
的
実
体
に
始

ま
り（
52
）
、
天
使
的
・
霊
魂
的
実
体
、
天
球
的
実
体（
53
）
、︹
月
下
界
の
︺
元
素（
54
）
、
元
素
か

ら
構
成
さ
れ
る
物
体
を
経
て
人
間
に
至
る
―
―
、
ま
た
こ
れ
ら
の
も
の
は
ど
の
よ
う
に
し

て
第
一
原
理
に
回
帰
す
る
の
か（
55
）
、
③
第
一
原
理
が
こ
れ
ら
の
も
の
に
と
っ
て
能
動
因

で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
ま
た
第
一
原
理
が
こ
れ
ら
の
も
の
に
と
っ
て
完
成
因
で

あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
④
人
間
霊
魂
は
、
自
然
界
と
の
結
び
つ
き
を
断
た
れ
る
と

き
、
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
の
か
、
ま
た
そ
の
と
き
の
人
間
霊
魂
は
ど
の
階
梯
に
あ
る

27.427.9

［
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］

27.14

［
11
］
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の
か（
56
）
。

こ
う
し
た
議
論
と
と
も
に
、
預
言
者
位
の
崇
高
さ
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
の
義
務
、
預
言

者
位
は
神
に
由
来
す
る
も
の
で
必
然
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す（
57
）
。
ま
た
、
人
間
霊
魂
が

来
世
の
幸
福
に
与
る
た
め
に
、
哲
学
と
と
も
に
必
要
と
す
る
徳
と
行
為
を
提
示
し
、
そ
の

幸
福
の
種
類（
58
）
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
。

こ
の
地
点
に
到
達
し
た
と
き
、
我
々
は
本
書
を
閉
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
成
就
に
お
い

て
は
、
神
の
み
が
助
け
手
で
あ
る
。

28.3

［
12
］

28.6

［
13
］

　
︻
註
︼

（
1
）
本
章
は
学
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
の
一
つ
で
、
以
下
に
論
述
さ
れ
る
こ
の
学
の
内

容
構
成
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
本
書
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
学
の
主
題
と
目
的
（
第
一
巻
第

一
章
と
第
二
章
）、
こ
の
学
の
有
益
性
、
序
列
、
名
称
（
同
巻
第
三
章
）
が
述
べ
ら
れ
た
。
プ
ロ

レ
ゴ
メ
ナ
の
意
味
と
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で
の
受
容
に
つ
い
て
は
第
三
章
の
註
（
6
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

（
2
）
①
と
②
に
つ
い
て
は
第
一
巻
第
五
章
で
論
じ
ら
れ
る
。

（
3
）
原
文
で
は
「
必
然
的
」
にḍarūrī

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
はw

ājib

と
同
じ
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
（N

arāqī, p. 191

を
参
照
）。

（
4
）
底
本
C
のay

を
B
とN

arāqī

に
従
っ
てfī

と
読
む
。

（
5
）
③
に
つ
い
て
は
第
一
巻
の
第
六
章
と
第
七
章
で
論
じ
ら
れ
る
。

（
6
）
可
能
性
と
必
然
性
の
概
念
と
可
能
態
と
現
実
態
の
概
念
と
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
四
巻

第
二
章
の
該
当
箇
所
（Ilāhīyāt, pp. 171-172

）
を
参
照
。

（
7
）「
自
体
的
な
存
在
」
と
「
附
帯
的
な
存
在
」
の
区
別
に
つ
い
て
は
第
二
巻
第
一
章
の
冒
頭

（Ilāhīyāt, p. 57

）
を
、「
自
体
的
な
一
」
と
「
附
帯
的
な
一
」
の
区
別
に
つ
い
て
は
第
三
巻
第

二
章
の
冒
頭
（Ilāhīyāt, p. 97

）
を
参
照
。

（
8
）
第
一
巻
第
八
章
（Ilāhīyāt, p. 48

）
を
参
照
。

（
9
）
第
二
巻
第
一
章
を
参
照
。
こ
こ
で
は
、
実
体
の
存
在
、
附
帯
性
と
の
関
係
、
実
体
で
あ
る
と
同

時
に
附
帯
性
で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
実
体
の
五
区
分
（
物
体
、
形
相
、
質
料
、

霊
魂
、
知
性
）
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）
自
然
学
や
数
学
に
お
い
て
も
物
体
と
し
て
の
実
体
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
る
が
、

非
物
体
的
な
実
体
（
霊
魂
や
知
性
な
ど
）
を
含
め
た
実
体
の
包
括
的
な
探
究
は
形
而
上
学
で
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
意
味
。

（
11
）
第
二
巻
第
二
章
（
物
体
的
実
体
と
そ
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
）
に
該
当
。

（
12
）
第
二
巻
第
三
章
（
物
体
的
質
料
は
形
相
を
離
れ
え
な
い
こ
と
）
に
該
当
。

（
13
）
四
元
素
を
構
成
す
る
質
料
は
同
一
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
諸
天
圏
を
構
成
す
る
質
料
は
種
に
お

い
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（N

arāqī, p.196

）。

（
14
）
第
二
巻
第
四
章
に
該
当
。
こ
こ
で
は
、
形
相
は
存
在
に
お
い
て
質
料
に
先
行
す
る
こ
と
、
結
合

体
に
お
け
る
両
者
の
関
係
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。

（
15
）
こ
れ
ら
の
問
題
は
第
五
巻
の
第
七
章
（
定
義
と
定
義
対
象
と
の
関
係
に
つ
い
て
）、
第
八
章
（
真

の
定
義
に
つ
い
て
）、
第
九
章
（
定
義
と
そ
の
部
分
に
つ
い
て
）
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
。

（
16
）
実
体
を
除
く
九
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
は
第
三
巻
の
諸
章
に
お
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）
第
五
巻
第
八
章
で
、
附
帯
性
の
定
義
と
、
附
帯
性
と
実
体
か
ら
な
る
複
合
体
の
定
義
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
18
）「
量
」
に
つ
い
て
は
第
三
巻
の
第
三
章
～
第
五
章
、「
質
」
に
つ
い
て
は
第
七
章
～
第
九
章
、

「
関
係
」
に
つ
い
て
は
第
一
○
章
が
該
当
す
る
。

（
19
）「
量
」
に
関
し
て
は
、
線
・
面
・
空
間
を
物
体
を
構
成
す
る
実
体
で
あ
る
と
す
る
説
や
、
数
を

実
体
の
構
成
原
理
で
あ
る
と
す
る
説
が
論
破
さ
れ
て
い
る
（
第
三
巻
第
三
章
）。「
質
」
に
つ
い

て
は
、
色
や
味
や
臭
い
を
感
覚
的
実
体
を
構
成
す
る
実
体
で
あ
る
と
す
る
説
な
ど
が
論
破
さ
れ

て
い
る
（
第
三
巻
第
七
章
）。
ま
た
第
三
巻
第
八
章
で
は
、
実
体
に
つ
い
て
の
知
は
実
体
か
と
い

う
疑
問
に
対
し
て
、
知
は
附
帯
性
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
20
）
こ
の
テ
ー
マ
は
第
四
巻
の
内
容
に
相
当
す
る
。
こ
の
巻
は
次
の
言
葉
で
始
ま
っ
て
い
る
。

 

　
　

 

我
々
は
「
存
在
」
と
「
一
」
の
種
に
相
当
す
る
事
柄
に
つ
い
て
論
じ
た
の
で
、
次
に
そ
れ

ら
の
特
性
と
不
可
分
離
的
附
帯
性
に
相
当
す
る
事
物
に
つ
い
て
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

こ
で
ま
ず
、「
存
在
」
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
「
先
行
」
と
「
後
行
」
か
ら
始
め
る
こ
と

に
し
よ
う
。（Ilāhīyāt, p.163

）

 

こ
れ
に
続
け
て
、
第
一
章
で
は
先
行
と
後
行
の
多
義
性
（
空
間
・
時
間
的
、
自
然
本
性
的
・
技

術
的
、
存
在
論
的
、
因
果
論
的
な
ど
）
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
第
二
章
で
は
可
能
態
と
現
実

態
の
先
後
関
係
や
、
生
成
物
に
お
け
る
質
料
と
形
相
の
先
後
関
係
な
ど
が
論
じ
ら
れ
、
第
三
章

で
は
完
全
性
と
そ
の
類
似
概
念
が
論
じ
ら
れ
る
。

 

存
在
者
の
階
層
性
に
関
し
て
『
救
済
の
書
』（al-N

ajāh, pp. 208-209

）
で
は
、
存
在
者
を
実
体

と
附
帯
性
と
に
区
分
し
た
上
で
、
実
体
を
①
離
在
的
・
非
物
体
的
実
体
、
②
形
相
、
③
物
体
、

④
質
料
に
序
列
化
し
、
附
帯
性
を
①
恒
常
的
附
帯
性
、
②
非
恒
常
的
附
帯
性
、
③
恒
常
的
附
帯

性
に
帰
属
す
る
附
帯
性
、
④
非
恒
常
的
附
帯
性
に
帰
属
す
る
附
帯
性
に
序
列
化
し
て
い
る
。
最

後
④
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
時
（「
い
つ
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
は
存
在
者
の
末
端
に
位
置
す
る

も
の
で
、
他
の
い
か
な
る
存
在
者
の
原
因
で
も
な
い
。

（
21
）
①
～
③
は
、
第
五
巻
の
第
一
章
（
普
遍
的
事
象
と
そ
の
存
在
に
つ
い
て
）
お
よ
び
第
二
章
（
普

遍
的
自
然
本
性
の
様
態
、
普
遍
・
個
と
全
体
・
部
分
と
の
違
い
に
つ
い
て
）
に
対
応
す
る
。

（
22
）
類
に
つ
い
て
は
第
五
巻
の
第
三
章
と
第
四
章
に
お
い
て
、
種
に
つ
い
て
は
第
五
章
に
お
い
て
述

べ
ら
れ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
（
類
と
種
）
に
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、「
種
差
」
に
つ
い
て
は
第
六
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章
で
、「
定
義
」
に
つ
い
て
は
第
七
章
と
第
八
章
で
論
じ
ら
れ
る
。

（
23
）
C
のal-kalām

に
代
え
て
、
I
お
よ
びN

arāqī

を
参
考
に
しbi-al-kalām

を
採
用
す
る
。

（
24
）
原
因
と
結
果
に
つ
い
て
は
第
六
巻
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
本
巻
は
以
下
の
言
葉
で
始
ま
る
。

 
　
　

 

我
々
は
実
体
と
附
帯
性
に
つ
い
て
論
じ
（
第
二
巻
、
第
三
巻
）、
そ
れ
ら
の
先
行
と
後
行
に

つ
い
て
論
じ
（
第
四
巻
）、
普
遍
的
で
あ
れ
個
体
的
で
あ
れ
、
定
義
さ
れ
る
も
の
と
定
義
と

の
一
致
対
応
に
つ
い
て
論
じ
た
の
で
（
第
五
巻
）、
こ
こ
で
は
原
因
と
結
果
に
つ
い
て
論
じ

る
の
が
適
当
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
原
因
と
結
果
も
ま
た
〈
存
在
者
で
あ
る
限
り
の
存

在
者
〉
に
附
随
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。（Ilāhīyāt, p. 257

）

（
25
）
①
～
⑤
の
内
容
は
、
第
六
巻
各
章
の
内
容
に
対
応
し
て
い
る
。

 

第
一
章
：
原
因
の
区
分
と
そ
の
様
態
に
つ
い
て

 

第
二
章
：
原
因
と
結
果
の
同
時
性
に
つ
い
て

 

第
三
章
：
作
用
因
と
そ
の
結
果
と
の
関
係
に
つ
い
て

 

第
四
章
：
質
料
因
・
形
相
因
・
目
的
因
に
つ
い
て

 

第
五
章
：
目
的
因
の
存
在
確
定
、
他
の
原
因
と
の
関
係
、
目
的
と
善
な
ど
に
つ
い
て

 

な
お
、
因
果
の
無
限
連
鎖
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
巻
第
二
章
（Ilāhīyāt, pp. 

265-266

）
や
第
五
章
（Ilāhīyāt, pp. 289-291
）
で
論
じ
ら
れ
る
他
に
、
第
八
巻
の
第
一
章
か
ら

第
三
章
に
お
い
て
は
、
因
果
連
鎖
の
有
限
性
を
通
じ
て
、
す
べ
て
の
存
在
者
の
第
一
原
理
（
必

然
的
存
在
者
）
が
導
出
さ
れ
る
。

（
26
）「
始
原
」
と
訳
し
た
語ibtidāʾ

は
原
理
（m

abdaʾ

＝
原
因
）
と
同
じ
語
根
か
ら
派
生
す
る
動
名
詞

で
、
原
理
（
原
因
）
を
有
す
る
こ
と
、
物
事
の
始
ま
り
な
ど
を
意
味
す
る
。
イ
ブ
ン
・
ス
ィ
ー

ナ
ー
に
お
け
る
創
造
論
、
存
在
論
の
中
心
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。

（
27
）
こ
の
一
文
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
解
釈
が
あ
る
。
第
一
は
、
こ
の
文
を
前
段
落
か
ら
切
り
離
し

た
上
で
、
前
段
落
の
内
容
全
体
（
原
因
論
）
を
受
け
、
そ
れ
を
要
約
し
て
い
る
と
す
る
解
釈
で

あ
る
。
第
二
は
、
こ
の
文
の
直
前
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
（
諸
原
因
は
第
一
の
原
因
に
行
き

つ
く
こ
と
）
を
受
け
て
、
因
果
連
鎖
の
有
始
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

前
者
は
現
代
の
訳
者
（
マ
ル
ム
ラ
、
リ
ッ
チ
ー
ニ
、
ベ
ル
ト
ラ
ッ
チ
）
が
採
用
す
る
読
み
で
あ

り
、
後
者
は
モ
ッ
ラ
ー
・
サ
ド
ラ
ー
、
ナ
ラ
ー
ギ
ー
ら
が
採
用
す
る
読
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

措
辞
の
観
点
か
ら
前
者
を
採
用
し
た
が
、
内
容
的
に
は
い
ず
れ
の
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。

（
28
）
註
（
20
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
先
行
と
後
行
に
つ
い
て
は
第
四
巻
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

第
六
巻
に
お
い
て
も
、
そ
の
第
二
章
で
は
原
因
と
結
果
の
同
時
性
が
、
第
三
章
で
は
作
用
因
と

そ
の
結
果
の
間
の
存
在
論
的
先
行
性
（
時
間
的
で
は
な
い
）
が
、
そ
し
て
第
五
章
で
は
目
的
因

と
そ
れ
以
外
の
諸
原
因
と
の
先
行
性
と
後
行
性
が
論
じ
ら
れ
る
。

（
29
）
第
六
巻
第
二
章
（Ilāhīyāt, pp. 266-267

）
で
、
生
成
の
諸
義
（
時
間
的
、
非
時
間
的
な
ど
）
が

論
じ
ら
れ
る
。
ま
た
第
四
巻
第
二
章
（Ilāhīyāt, pp. 181-182

）
で
は
、
時
間
的
生
成
（
時
間
の

内
で
非
存
在
の
状
態
か
ら
存
在
の
状
態
へ
と
転
化
す
る
こ
と
）
に
は
質
料
を
必
要
と
す
る
こ
と

が
論
じ
ら
れ
る
。

（
30
）
④
の
対
応
箇
所
と
し
て
、
ベ
ル
ト
ラ
ッ
チ
は
第
一
巻
の
第
五
章
～
第
七
章
（「
存
在
者
」「
も

の
」「
必
然
性
」
な
ど
の
原
理
的
概
念
に
つ
い
て
）
と
第
一
巻
第
八
章
（「
排
中
律
」
と
、
そ
れ

を
否
定
す
る
詭
弁
の
論
駁
に
つ
い
て
）
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
流
れ

か
ら
み
て
、
第
四
巻
第
一
章
（
先
行
・
後
行
の
諸
義
に
つ
い
て
）、
第
六
巻
第
二
章
（
原
因
と
結

果
の
同
時
性
）、
第
五
章
（
目
的
因
と
他
の
諸
原
因
と
の
関
係
）
な
ど
を
指
す
と
み
る
方
が
適
当

と
思
わ
れ
る
。

（
31
）
モ
ッ
ラ
ー
・
サ
ド
ラ
ー
や
ナ
ラ
ー
ギ
ー
に
従
っ
て
、「
さ
ら
に
」
以
下
は
主
と
し
て
第
四
巻
と

第
五
巻
で
述
べ
ら
れ
る
内
容
（
本
訳
の
段
落
［
4
］
と
［
5
］
で
提
示
さ
れ
た
内
容
と
部
分
的

に
重
複
）
を
指
す
と
と
る
。
こ
の
段
落
冒
頭
の
「
原
理
と
始
原
に
つ
い
て
の
議
論
」
が
第
六
巻

の
内
容
に
相
当
す
る
と
す
れ
ば
テ
ク
ス
ト
の
実
際
の
配
列
と
一
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
次

註
で
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
第
四
巻
か
ら
第
六
巻
ま
で
の
テ
ー
マ
を
「
存
在
（
者
）
で
あ

る
限
り
の
存
在
（
者
）
に
付
随
す
る
も
の
」
と
し
て
総
括
的
に
提
示
し
て
い
る
と
解
釈
し
た
い
。

（
32
）「
以
上
の
事
柄
」
に
つ
い
て
、
モ
ッ
ラ
ー
・
サ
ド
ラ
ー
（Ṣadrā, vol. 1, p.107

）
は
第
四
巻
（
先

行
と
後
行
、
潜
勢
態
と
現
実
態
、
完
全
性
な
ど
）、
第
五
巻
（
普
遍
と
個
、
全
体
と
部
分
、
類
・

種
・
種
差
、
定
義
と
被
定
義
な
ど
）、
第
六
巻
（
原
因
と
結
果
）
の
内
容
を
指
す
と
解
釈
し
て
い

る
。

（
33
）
第
一
巻
第
二
章
で
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
（
本
訳
註
の
第
一
巻
第
二
章
［
12
］［
13
］）、
形
而
上

学
の
主
題
は
〈
存
在
者
で
あ
る
限
り
の
存
在
者
〉
で
あ
り
、
そ
の
探
求
対
象
は
〈
存
在
者
で
あ

る
限
り
の
存
在
者
〉
に
附
随
す
る
事
柄
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
附
随
」
す
る
仕
方
に
も
①
「
種

の
よ
う
な
も
の
」
と
し
て
付
随
す
る
場
合
と
、
②
「
固
有
の
附
帯
性
（
特
性
ま
た
は
不
可
分
離

的
附
帯
性
）
の
よ
う
な
も
の
」
と
し
て
附
随
す
る
場
合
が
あ
っ
た
。
①
に
は
実
体
や
そ
の
他
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
が
該
当
し
、「
以
上
の
事
柄
」
は
②
に
該
当
す
る
。
こ
の
こ
と
は
上
の
註
（
20
）
で

引
用
し
た
第
四
巻
冒
頭
の
一
文
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）
存
在
と
一
と
が
等
値
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
七
巻
第
一
章
（Ilāhīyāt, p. 303

）
を
参

照
。
ま
た
、
一
の
様
々
な
意
味
に
つ
い
て
は
第
三
巻
第
二
章
を
、
一
の
定
義
に
つ
い
て
は
同
巻

第
三
章
（Ilāhīyāt, pp. 104-106

）
を
参
照
。

（
35
）
第
三
巻
第
六
章
（
一
と
多
の
対
立
に
つ
い
て
）
を
参
照
。

（
36
）「
連
続
量
」kam

m
 m

uttaṣil

（
一
般
的
に
言
う
量
）
に
対
し
て
、「
数
」
は
「
非
連
続
量
」kam

m
 

m
unfaṣil

と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
二
語
に
共
通
す
るkam

m

（kam
m

īyah

も
同
義
）
は
疑
問
詞

kam
「
ど
れ
だ
け
か
」
に
由
来
す
る
が
、
こ
の
疑
問
詞
は
数
・
量
い
ず
れ
の
問
い
に
も
用
い
う

る
。
ま
た
一
般
に
は
、ʿadad

（
数
）
とm

iqdār

（
量
）
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。

（
37
）「
数
」
に
つ
い
て
は
第
三
巻
の
第
三
章
（
一
と
多
に
つ
い
て
、
数
は
附
帯
性
で
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
）
と
第
五
章
（
数
と
は
何
か
、
ま
た
そ
の
種
類
と
最
小
数
に
つ
い
て
）
を
参
照
。「
量
」
に

つ
い
て
は
同
巻
第
四
章
（
量
は
附
帯
性
で
あ
る
こ
と
）
を
参
照
。
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（
38
）
第
七
巻
の
第
二
章
（
イ
デ
ア
お
よ
び
数
学
的
原
理
を
唱
え
た
古
代
の
哲
学
者
た
ち
の
所
説
と
、

彼
ら
が
誤
謬
に
陥
っ
た
原
因
に
つ
い
て
）
お
よ
び
第
三
章
（
数
学
的
原
理
お
よ
び
イ
デ
ア
論
批

判
）
を
参
照
。
ま
た
第
三
巻
第
三
章
（Ilāhīyāt, pp. 106-110

）
で
は
、
一
は
事
物
か
ら
離
在
不

可
能
な
附
帯
性
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。

（
39
）
連
続
量
に
附
帯
す
る
性
質
と
は
円
、
曲
線
、
球
、
円
柱
、
円
錐
な
ど
の
形
態
を
指
す
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
第
三
巻
第
九
章
を
参
照
。
ま
た
、
数
に
附
帯
す
る
性
質
と
は
、
奇
数
、
偶
数
、
合

成
数
、
完
全
数
、
平
方
数
、
立
方
数
、
無
理
数
な
ど
を
い
う
（Ilāhīyāt, p. 119

）。

（
40
）
第
七
巻
第
一
章
（
一
お
よ
び
多
に
附
随
す
る
も
の
に
つ
い
て
）
を
参
照
。
こ
の
箇
所
（Ilāhīyāt, 

p.304

）
で
はm

uw
āfiq

の
代
わ
り
にm

unāsib

が
リ
ス
ト
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

語
彙
と
の
照
応
関
係
か
ら
推
測
し
て
両
者
は
と
も
に
「
同
等
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
訳
文
の
カ
ッ
コ
内
の
補
足
説
明
は
こ
の
箇
所
の
記
述
に
よ
っ
た
。「
一
」
の
諸
義
に
つ
い

て
は
第
三
巻
第
二
章
も
参
照
せ
よ
。

（
41
）
こ
こ
で
「
非
−
同
類
」
な
ど
と
直
訳
し
た
原
語
は
「
同
類
」（m

ujānis

）
に
否
定
詞ghayr

を
付

け
た
形
（ghayr m

ujānis

）
で
あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
形
容
詞
や
分
詞
な
ど
の
否
定
にghayr

が
多
用
さ
れ
る
。

（
42
）
第
七
巻
第
一
章
（
一
お
よ
び
多
に
附
随
す
る
も
の
に
つ
い
て
）
を
参
照
。

（
43
）
以
下
の
テ
ー
マ
は
第
八
巻
の
内
容
に
対
応
す
る
が
、
同
巻
は
次
の
よ
う
な
序
言
で
始
ま
っ
て
い

る
。

 

　
　

 

我
々
の
書
も
こ
の
地
点
に
到
達
し
た
の
で
、
全
存
在
の
第
一
原
因
に
つ
い
て
の
知
で
本
書

を
閉
じ
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
原
因
は
存
在
す
る
の
か
、
第
一
原
因
は
唯

一
で
、
位
階
に
お
い
て
そ
れ
と
対
等
な
も
の
や
そ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
は
存
在
し
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
我
々
は
︹
続
く
第
九
巻
に
お
い
て
︺
―
―
こ
の
第
一
原
因
の
助
け
を

乞
い
つ
つ
―
―
存
在
に
お
け
る
第
一
原
因
の
位
階
、
そ
の
下
位
に
あ
る
諸
存
在
者
の
配
列

と
位
階
、
諸
存
在
者
が
第
一
原
因
に
回
帰
す
る
様
態
を
提
示
し
よ
う
。（Ilāhīyāt, p. 327

）

（
44
）
第
八
巻
第
一
章
（
能
動
因
と
質
料
因
の
有
限
性
に
つ
い
て
）、
第
二
章
（
疑
問
と
解
決
）、
第
三

章
（
目
的
因
と
形
相
因
の
有
限
性
、
第
一
原
理
の
定
立
、
第
一
原
因
と
そ
の
他
の
原
因
に
つ
い

て
）
を
参
照
。

（
45
）
第
八
巻
の
第
四
章
（
必
然
的
存
在
者
た
る
原
理
の
第
一
の
属
性
に
つ
い
て
）
お
よ
び
第
五
章

（
必
然
的
存
在
者
の
唯
一
性
と
そ
れ
に
伴
う
否
定
的
属
性
に
つ
い
て
）
を
参
照
。

（
46
）
第
八
巻
第
六
章
の
該
当
箇
所
（Ilāhīyāt, p. 356

）
を
参
照
。

（
47
）「
知
」（ʿilm

）
に
つ
い
て
は
第
八
巻
の
第
六
章
と
第
七
章
の
該
当
箇
所
（pp. 356-366

）
を
、

「
力
」（qudrah

）
に
つ
い
て
は
同
第
七
章
の
該
当
箇
所
（Ilāhīyāt, pp. 366-368

）
を
参
照
。

（
48
）
第
八
巻
第
七
章
の
該
当
箇
所
（Ilāhīyāt, p. 367

）
を
参
照
。

（
49
）「
純
粋
善
」（khayr m

aḥḍ

）
に
つ
い
て
は
第
八
巻
第
六
章
（Ilāhīyāt, pp. 355-356

）
を
参
照
。

「
平
安
の
源
」（al-salām

）
に
つ
い
て
は
直
接
の
言
及
は
な
い
が
、
純
粋
善
の
一
側
面
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
「
悪
お
よ
び
欠
如
か
ら
超
越
し
て
い
る
こ
と
」
な
い
し
「
存
在
と
そ
の
完
全
性

を
付
与
す
る
こ
と
」
の
中
に
含
意
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
箇
所
で

挙
げ
ら
れ
て
い
る
第
一
原
因
の
属
性
（
名
称
）
の
う
ち
、「
一
」（
一
な
る
者al-w

āḥid

）、「
真
」

（
真
な
る
者al-ḥaqq

）、「
知
」（
す
べ
て
を
知
る
者al-ʿalīm

）、「
力
」（
全
能
な
る
者al-qādir

）、

「
平
安
」（
平
安
を
与
え
る
者
）
な
ど
は
ク
ル
ア
ー
ン
に
登
場
す
る
神
名
（
美
称
）
で
あ
り
、
イ
ス

ラ
ー
ム
思
想
に
お
け
る
重
要
な
探
究
テ
ー
マ
（
神
名
論
、
属
性
論
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
50
）「
愛
さ
れ
る
も
の
」（m

aʿshūq

）、「
甘
美
な
る
も
の
」（ladhīdh

）、「
美
し
さ
（jam

āl

）
を
持
つ

も
の
」
に
つ
い
て
は
第
八
巻
第
七
章
の
該
当
箇
所
（Ilāhīyāt, pp. 368-370

）
を
参
照
。

（
51
）
第
九
巻
第
四
章
（Ilāhīyāt, pp. 403-404

）
を
参
照
。

（
52
）
C
のm

ubtadiʾu-hu

を
I
に
従
っ
てm

ubtadiʾatan

と
読
む
。

（
53
）
第
一
原
理
か
ら
天
使
的
・
知
性
的
実
体
（
離
在
的
知
性
）、
天
使
的
・
霊
魂
的
実
体
（
天
体
霊

魂
）、
天
球
的
実
体
（
天
圏
）
が
発
出
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
第
九
巻
第
四
章
で
詳
し

く
述
べ
ら
れ
る
。

（
54
）
天
上
界
と
月
下
界
の
四
元
素
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
九
巻
第
五
章
で
論
じ
ら
れ
る
。

（
55
）
第
一
原
理
か
ら
の
諸
存
在
者
の
発
出
と
そ
こ
へ
の
回
帰
に
つ
い
て
は
、
第
一
○
巻
第
一
章
の
冒

頭
（Ilāhīyāt, p. 435

）
で
要
約
さ
れ
て
い
る
。

（
56
）
人
間
霊
魂
の
第
一
原
理
へ
の
回
帰
に
つ
い
て
は
、
第
九
巻
第
七
章
（
回
帰
に
つ
い
て
）
が
充
て

ら
れ
て
い
る
。

（
57
）
第
一
○
巻
第
二
章
（
預
言
者
職
の
確
定
と
、
神
の
存
在
と
神
へ
の
回
帰
に
関
す
る
宣
教
の
在
り

方
に
つ
い
て
）
と
第
三
章
（
宗
教
儀
礼
と
、
現
世
と
来
世
に
お
け
る
そ
の
効
用
に
つ
い
て
）
を
参

照
。

（
58
）
来
世
に
お
け
る
人
間
の
幸
福
の
種
類
に
つ
い
て
は
第
九
巻
第
七
章
で
詳
論
さ
れ
る
。
ま
た
幸
福

と
実
践
的
徳
と
の
関
係
に
つ
い
て
同
章
の
該
当
箇
所
（Ilāhīyāt, pp. 429-431

）
を
参
照
。
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ア
ラ
ビ
ア
語
語
根
索
引

こ
の
索
引
は
『
治
癒
』
形
而
上
学
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
第
一
巻
第
四
章
）
に
出
現

す
る
重
要
語
彙
を
ア
ラ
ビ
ア
語
の
語
根
に
よ
り
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語

彙
の
下
に
テ
ク
ス
ト
中
に
出
現
す
る
語
形
を
挙
げ
、
対
応
す
る
訳
語
を
添
え
た
。
出
典
は

テ
ク
ス
ト
C
の
頁
数
と
行
数
で
示
し
た
。

ʼ-kh-r 
– taʼakhkhur

「
後
行
」26.2, 26.13 

 
 

– saʻādah ukhraw
īyah

「
来
世
的
幸
福
」28.5

ʼ-l-h  
– A

llāh

「
神
」28.4, 28.6 

ʼ-n-s  
– insān

「
人
間
」27.18 

 
 

– nafs insānīyah

「
人
間
霊
魂
」28.1, 28 4 

ʼ-w
-l  

– ʻillah ūlā

「
第
一
の
原
因
」26.12 

 
 

– m
abdaʼ aw

w
al

「
第
一
原
理
」27.9 

 
 

– m
ā aw

w
al al-ashyāʼ

「
最
初
に
生
じ
る
も
の
」27.14 

b-d-ʼ  
– m

abdaʼ

「
原
理
」26.9, 26.13, 27.3, 27.9, 27.18, 28.1

 
 

– ibtidāʼ

「
始
原
」26.13 

 
 

– m
abdaʼ aw

w
al

「
第
一
原
理
」27.9 

b-ṭ-l  
– bāṭil

「
偽
な
る
・
誤
っ
た
」25.7, 27.2 

t-b-ʻ  
– taw

ābiʻ

「
附
随
す
る
も
の
」27.5 

th-b-t 
– ithbāt

「
確
定
」26.11 

 
 

– athbata

「
確
定
す
る
」27.3, 27.9 

j-z-ʼ   
– juzʼ

「
部
分
」26.3 

 
 

– juzʼī

「
個
」26.3 

 
 

– aʻyān juzʼīyah

「
個
物
」26.4 

j-l-l  
– jalālah

「
卓
越
・
崇
高
」27.10, 28.3

j-m
-l  

– jum
lah

「
全
体
」25.3 

 
 

– bi-al-jum
lah

「
一
般
」27.8 

 
 

– jam
āl

「
美
し
さ
」27.13

j-n-s  
– jins

「
類
・
種
類
」26.6, 26.8 

 
 

– m
ujānis

「
同
類
」27.5 

 
 

– ghayr al-m
ujānis

「
非
−
同
類
」27.7 

j-w
-d 

– jaw
ād

「
寛
大
」27.12 

j-w
-h-r 

– jaw
har

「
実
体
」25.7, 25.8, 25.9, 25.14, 25.16, 26.1

 
 

– jaw
har ṣūrī

「「
形
相
」
的
実
体
」25.11 

 
 

– jaw
āhir m

alakīyah ʻaqlīyah

「
天
使
的
・
知
性
的
実
体
」27.16

 
 

– jaw
āhir m

alakīyah nafsānīyah

「
天
使
的
・
霊
魂
的
実
体
」27.17

 
 

– jaw
āhir falakīyah sam

āw
īyah

「
天
球
的
実
体
」27.17 

ḥ-d-th 
– ḥudūth

「
生
成
」26.13 

ḥ-d-d 
– ḥudūd

「
定
義
」25.13, 25.15  

 
 

– m
aḥdūd

「
定
義
さ
れ
る
も
の
」25.13 

 
 

– ḥudda

「
定
義
さ
れ
る
」25.15 

ḥ-q-q 
– ḥaqīqah

「
実
相
」25.6 

 
 

–  ḥaqq

「
真
な
る
も
の
・
真
理
」25.7, 26.16, 27.14;

「
真
」27.10, 27.11;

「
真
に
・

真
の
」27.13

 
 

– taḥqīq

「
確
定
」26.15 

 
 

– bi-al-ḥaqīqah

「
真
の
意
味
で
」27.8 

ḥ-k-m
 

– ḥikm
ah

「
哲
学
」28.4 

kh-ṣ-ṣ 
– khuṣūṣīyah

「
特
徴
」26.14 

kh-l-f 
– m

ukhtalif

「
異
な
る
」25.11 

 
 

– m
ukhālif

「
反
す
る
」26.16 

 
 

– khilāf

「
差
異
」27.8 

kh-l-q 
– akhlāq

「
徳
」28.4 

kh-y-r 
– khayr m

aḥḍ

「
純
粋
善
」27.12

dh-w
 

– bi-al-dhāt

「
自
体
的
」25.6 

 
 

– li-dhātihi

「
そ
れ
自
体
で
」27.13

r-t-b  
– m

artabah

「
序
列
・
階
梯
」26.1, 28.2

r-k-b  
– m

urakkab

「
結
合
体
」25.12 

s-ʻ-d  
– saʻādah ukhraw

īyah

「
来
世
の
幸
福
」28.5

 
 

– saʻādah

「
幸
福
」28.5 

s-l-m
 

– salām

「
平
安
の
源
」27.12 

s-m
-w

 
– jaw

āhir falakīyah sam
āw

īyah

「
天
球
的
実
体
」27.17

s-w
-q 

– m
usāw

iq

「
等
値
」26.17 

s-w
-y 

– m
usāw

ī

「
同
量
」27.5 

 
 

– ghayr al-m
usāw

ī

「
非
−
同
量
」27.7 

sh-b-h 
– shabīh

「
同
質
」27.5 

 
 

– ghayr shabīh

「
非
−
同
質
」27.7 

sh-k-l 
– ashakāl

「
形
態
」27.4 

 
 

– m
ushākil

「
同
様
」27.5 
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– ghayr al-m
ushākil

「
非
−
同
様
」27.7 

sh-y-ʼ 
– shayʼ

「
も
の
・
事
物
」25.4, 26.15, 27.3, 27.15, 27.18

ṣ-n-ʻ  
– ṣināʻah

「
学
術
」25.4 

ṣ-n-f  
– aṣnāf

「
種
類
」25.15, 26.14, 27.8, 28.5  

 

ṣ-w
-r 

– ṣūrah

「
形
相
」25.11 

 
 

– jaw
har ṣūrī

「「
形
相
」
的
実
体
」25.11

 
 

– ṣūrah

「
形
相
︹
因
︺」26.11 

ḍ-d-d 
– taḍādd bi-al-ḥaqīqah

「
真
の
意
味
で
反
対
」27.8 

 
 

– m
uḍādd lil-ḥaqq

「
真
理
に
反
す
る
」27.14

ḍ-r-r  
– al-w

ujūd al-ḍarūrī

「
必
然
的
存
在
」25.5 

 

ṭ-b-ʻ  
– ṭabīʻī

「
自
然
学
的
」25.8, 26.7 

 

 
 

– ṭabīʻah

「
本
性
」25.15;
「
自
然
本
性
」26.15;

「
自
然
界
」28.2 

 
 

– ṭabīʻah kullīyah

「
普
遍
的
自
然
本
性
」26.4

ṭ-b-q  
– ṭabaqah

「
段
階
」26.11 

ʻ-d-d  
– ʻadad

「
数
」27.1, 27.4 

ʻ-d-m
 

– ʻadam

「
非
存
在
」25.5 

ʻ-r-ḍ  
– bi-al-ʻaraḍ

「
附
帯
的
」25.7 

 
 

– ʻaraḍ

「
附
帯
性
」25.14, 25.15, 25.16, 26.2

 
 

– ʻaraḍīyah

「
附
帯
性
」26.1 

 
 

– ʻaw
āriḍ

「
附
帯
す
る
も
の
」27.4 

 
 

– ʻaraḍa

「
附
帯
す
る
」27.4 

ʻ-sh-q 
– m

aʻshūq li-dhātihi

「「
愛
さ
れ
る
も
の
」
そ
れ
自
体
」27.12

ʻ-q-l  
– ʻaql

「
知
性
」26.15 

 
 

– jaw
āhir m

alakīyah ʻaqlīyah

「
天
使
的
・
知
性
的
実
体
」27.16 

ʻ-l-l  
– ʻillah

「
原
因
」26.7, 26.8

 
 

– ʻillah ūlā

「
第
一
原
因
」26.12 

 
 

– m
aʻlūl

「
結
果
」26.7, 26.9 

ʻ-l-m
 

– ʻilm

「
学
」passim

. 

 
 

– taʻlīm
ī

「
数
学
的
」25.9, 26.7 

 
 

– ʻalim
a kull shayʼ

「
す
べ
て
を
知
る
」27.11 

ʻ-m
-l 

– aʻm
āl

「
行
為
」28.4 

ʻ-n-ṣ-r 
– ʻanāṣir

「
元
素
」27.17 

ʻ-w
-d 

– ʻāda

「
回
帰
す
る
」27.18 

ʻ-y-n  
 - aʻyān

「
個
物
」26.4, 26.5

gh-y-y 
– ghāyah

「
目
的
︹
因
︺」26.11 

f-r-q  
– m

ufāriq

「
離
在
す
る
・
離
れ
る
」25.10, 25.12, 26.5, 27.3

 
 

– furqān

「
区
別
」26.9, 26.10

f-ʻ-l  
– fiʻl

「
現
実
態
」25.6 ; 「
作
用
す
る
こ
と
」26.10

 
 

– fāʻilī

「
能
動
因
」26.10, 28.1

 
 

– m
abdaʼ fāʻilī

「
作
用
原
理
」26.10

 
 

– infiʻāl

「
作
用
を
受
け
る
こ
と
」26.10 

f-l-k  
– jaw

āhir falakīyah sam
āw

īya

「
天
球
的
実
体
」27.17 

q-b-l  
– m

uqābil

「
対
立
す
る
も
の
」25.14, 27.6 

 
 

– taqābul

「
対
立
」26.19, 27.8 

 
 

– qābala

「
対
立
す
る
」27.2 

q-d-r  
– qādir ʻalā kull shayʼ

「
す
べ
て
を
な
し
得
る
」27.11 

 
 

– qadara

「
な
し
得
る
」27.12 

 
 

– qadr

「（
預
言
者
）
位
」28.3 

q-d-m
 

– taqaddum

「
先
行
」26.2, 26.13 

 
 

– m
utaqaddim

「
先
行
す
る
（
も
の
）」26.14, 26.15  

q-s-m
 

– aqsām

「
区
分
」25.7 

q-w
-l 

– m
aqūlāt

「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」25.4, 25.16

q-w
-y 

– qūw
ah

「
可
能
態
」25.6 

k-th-r 
– kathīr

「
多
」26.19 

 
 

– kathrah

「
多
」27.7 

k-l-l  
– kullī

「
普
遍
・
普
遍
的
」26.3, 26.4 

 
 

– kull

「
全
体
」26.3 

k-m
-l 

– kam
ālī

「
完
成
因
」28.1 

k-m
-m

 
– kam

m
 m

uttaṣil

「
連
続
量
」27.2, 27.4

k-w
-n 

– m
ukaw

w
anāt

「
構
成
さ
れ
る
物
体
」27.18 

l-ʼ-k  
– jaw

āhir m
alakīyah ʻaqlīyah

「
天
使
的
・
知
性
的
実
体
」27.16 

 
 

– jaw
āhir m

alakīyah nafsānīyah

「
天
使
的
・
霊
魂
的
実
体
」27.17 

l-ḥ-q  
– law

āḥiq

「
附
随
す
る
も
の
」26.17 

l-dh-dh 
– ladhīdh

「
甘
美
な
る
も
の
」27.13 

m
āhīyah 

– m
āhīyah

「
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
」27.8 

m
-th-l 

– m
um

āthil

「
同
種
」27.5 

m
-ḥ-ḍ 

– khayr m
aḥḍ

「
純
粋
善
」27.12 

m
-k-n 

– im
kān

「
可
能
性
」25.5 

n-b-w
 

– qadr al-nubūw
ah

「
預
言
者
位
」28.3 

n-s-b 
– nisbah

「
関
係
」25.4, 25.11, 27.1, 27.14 
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– m
unāsabah

「
関
係
」25.13 

 
 

– m
unāsib

「
対
応
し
て
い
る
」27.6 

n-f-s  
– nafs

「
霊
魂
」26.5 

 
 

– jaw
āhir m

alakīyah nafsānīyah

「
天
使
的
・
霊
魂
的
実
体
」27.17 

 
 

– nafs insānīyah

「
人
間
霊
魂
」28.1, 28.4

n-w
-ʻ 

– naw
ʻ

「
種
」25.11, 25.14, 26.6, 26.14 

h-w
  

– al-huw
a huw

a

「
同
一
」27.6 

hayūlā 
– hayūlā

「
質
料
」25.10 

w
-j-b 

– w
ujūb

「
必
然
性
」25.5;

「 

義
務
」28.3

 
 

– w
ājib

「
必
然
的
で
あ
る
」28.3 

w
-j-d 

– m
aw

jūd

「
存
在
者
」25.4, 25.8, 26.6, 27.1, 27.2, 27.3, 27.9, 27.14, 27.16

 
 

 - al-w
ujūd al-ḍarūrī

「
必
然
的
存
在
」25.5 

 
 

– w
ujūd

「
存
在
・
存
在
す
る
こ
と
」26.2, 26.4, 26.5, 26.18, 28.2 

 
 

– w
ujūd bi-m

ā huw
a w

ujūd
「〈
存
在
で
あ
る
限
り
の
存
在
〉」26.17 

w
-ḥ-d 

– w
āḥid

「
一
」26.17, 26.18, 27.5, 27.9, 27.10

w
-ṣ-l 

– kam
m

 m
uttaṣil

「
連
続
量
」27.2, 27.4 

w
-f-q 

– m
uttafiq

「
一
致
す
る
」25.10 

 
 

– m
uw

āfiq

「
同
等
」27.5 

日
本
語
索
引

こ
の
索
引
は
『
治
癒
』
形
而
上
学
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
ク
ス
ト
（
第
一
巻
第
四
章
）
に
出
現

す
る
重
要
語
彙
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
に
対
応
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
を

カ
ッ
コ
内
に
挙
げ
、
出
典
を
テ
ク
ス
ト
C
の
頁
数
と
行
数
で
示
し
た
。

あ　

行 

愛
さ
れ
る
も
の
（
そ
れ
自
体
）（m

aʻshūq li-dhātihi

）27.12
 

 

一
・
一
で
あ
る
（w

āḥid

）26.17, 26.18, 27.5, 27.9, 27.10
 

 

一
致
す
る
（m

uttafiq

）25.10
 

 

一
般
（bi-al-jum

lah

）27.8
 

 

美
し
さ
（jam

āl

）27.13

か　

行 

等
値
（m

usāw
iq

）26.17
 

 

回
帰
す
る
（ʻāda

）27.18
 

 

階
梯
（m

artabah

）28.2
 

 

学
術
（ṣināʻah

）25.4
 

 

確
定
（taḥqīq

）26.15
 

 
 

 
 （ithbāt

）26.11
 

 

確
定
す
る
（athbata

）27.3, 27.9 
 

 

数
（ʻadad

）27.1, 27.4
 

 

カ
テ
ゴ
リ
ー
（m

aqūlāt

）25.4, 25.16
 

 

可
能
性
（im

kān

）25.5
 

 

可
能
態
（qūw

ah

）25.6
 

 

神
（A

llāh

） 28.4, 28.6
 

 

関
係
（nisbah

）25.4, 25.11, 27.1, 27.14
 

 
 

 
 （m

unāsabah

） 25.13 
 

 

完
成
因
（kam

ālī

）28.1
 

 

寛
大
（jaw

ād

）27.12
 

 

甘
美
な
る
も
の
（ladhīdh

）27.13
 

 

義
務
（w

ujūb

）28.3
 

 
区
分
（aqsām

）25.7
 

 
区
別
（furqān

）26.9, 26.10
 

 

形
相
（ṣūrah

）25.11
 

 

形
相
︹
因
︺（ṣūrah

）26.11
 

 

「
形
相
」
的
実
体
（jaw

har ṣūrī

）25.11 
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形
態
（ashkāl

）27.4
 

 

結
果
（m

aʻlūl

）26.7, 26.9
 

 

結
合
体
（m

urakkab

）25.12
 

 

原
因
（ʻillah

）26.7, 26.8
 

 

現
実
態
（fiʻl

）25.6
 

 
元
素
（ʻanāṣir

）27.17
 

 
原
理
（m

abdaʼ

）26.9, 26.13, 27.3, 27.9, 27.18, 28.1
 

 

行
為
（aʻm

āl

）28.4
 

 

構
成
さ
れ
る
物
体
（m

ukaw
w

anāt

）27.18
 

 

後
行
（taʼakhkhur
）26.2, 26.13 

 
 

幸
福
（saʻādah
）28.5

 
 

個
（juzʼī

）26.3
 

 

個
物
（aʻyān

）26.4, 26.5

さ　

行 

作
用
す
る
こ
と
（fiʻl

）26.10
 

 

作
用
を
受
け
る
こ
と
（infiʻāl

）26.10
 

 

始
原
（ibtidāʼ

）26.13
 

 

自
然
本
性
（ṭabīʻah

）26.15
 

 

自
然
界
（ṭabīʻah

）28.2
 

 

自
然
学
的
（ṭabīʻī

）25.8, 26.7 
 

 

（
そ
れ
）
自
体
で
（li-dhātihi

）27.13
 

 

自
体
的
（bi-al-dhāt

）25.6
 

 

実
相
（ḥaqīqah

）25.6 
 

 

実
体
（jaw

har

）25.7, 25.8, 25.9, 25.14, 25.16, 26.1 
 

 

質
料
（hayūlā

）25.10
 

 

種
（naw

ʻ

）25.11, 25.14, 26.6, 26.14
 

 

種
類
（aṣnāf

）25.15, 26.14, 27.8, 28.5
 

 

純
粋
善
（khayr m

aḥḍ

）27.12
 

 

序
列
（m

arātib

）26.1
 

 

真
（ḥaqq

） 27.10, 27.11
 

 

真
な
る
も
の
・
真
理
（ḥaqq

）25.7, 26.16, 27.14
 

 

真
に
・
真
の
（ḥaqq

）27.13
 

 

真
の
意
味
で
（bi-al-ḥaqīqah

）27.8
 

 

数
学
的
（taʻlīm

ī

）25.9, 26.7
 

 

崇
高
（jalālah

）28.3
 

 

生
成
（ḥudūth

）26.13

 
 

先
行
（taqaddum

）26.2, 26.13 
 

 

先
行
す
る
（
も
の
）（m

utaqaddim

）26.14, 26.15
 

 

全
体
（jum

lah

）25.3 
 

 
 

 
 （kull

）26.3
 

 

差
異
（khilāf

）27.8
 

 

存
在
・
存
在
す
る
こ
と
（w

ujūd

） 26.2, 26.4, 26.5, 26.18, 28.2
 

 

存
在
者
（m

aw
jūd

）25.4, 25.8, 26.6, 27.1, 27.2, 27.3, 27.9, 27.14, 27.16 
 

 
 

〈
存
在
で
あ
る
限
り
の
存
在
〉（w

ujūd bi-m
ā huw

a w
ujūd

）26.17

た　

行 

多
（kathīr

）26.19
 

 

　

 （kathrah

）27.7
 

 

第
一
原
因
（ʻillah ūlā

）26.12
 

 

第
一
原
理
（m

abdaʼ aw
w

al

）27.9
 

 

対
応
し
て
い
る
（m

unāsib

）27.6
 

 

対
立
（taqābul

）26.19, 27.8
 

 

対
立
す
る
（qābala

）27.2
 

 

対
立
す
る
も
の
（m

uqābil

）25.14, 27.6 
 

 
 

段
階
（ṭabaqah

）26.11
 

 

知
性
（ʻaql

）26.15
 

 

定
義
（ḥudūd

）25.13, 25.15 
 

 

定
義
さ
れ
る
（ḥudda

）25.15
 

 

定
義
さ
れ
る
も
の
（m

aḥdūd

）25.13
 

 

哲
学
（ḥikm

ah

）28.4
 

 

天
球
的
実
体
（jaw

āhir falakīyah sam
āw

īyah

）27.17
 

 

同
一
（al-huw

a huw
a

）27.6
 

 

同
質
（shabīh

）27.5
 

 

同
種
（m

um
āthil

）27.5
 

 

同
等
（m

uw
āfiq

）27.5
 

 

同
様
（m

ushākil

）27.5
 

 

同
量
（m

usāw
ī

）27.5
 

 

同
類
（m

ujānis

）27.5
 

 
徳
（akhlāq

）28.4
 

 
特
徴
（khuṣūṣīyah

）26.14

な　

行 

人
間
（insān

）27.18
 

 

人
間
霊
魂
（nafs insānīyah

） 28.1, 28.4 
 

 

能
動
因
（fāʻilī
）26.10, 28.1 
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は　

行 

反
す
る
（m

ukhālif

）26.16  
 

 
 

 
 

 （m
uḍādd

） 27.14 
 

 

反
対
（taḍādd

） 27.8
 

 

非
存
在
（ʻadam

）25.5
 

 

必
然
性
（w

ujūb

）25.5
 

 
必
然
的
存
在
（al-w

ujūd al-ḍarūrī

）25.5
 

 
必
然
的
で
あ
る
（w

ājib

）28.3
 

 

非
︲
同
質
（ghayr shabīh

）27.7
 

 

非
︲
同
様
（ghayr al-m

ushākil

）27.7
 

 

非
︲
同
量
（ghayr al-m

usāw
ī

）27.7
 

 

非
︲
同
類
（ghayr al-m

ujānis

）27.7
 

 

附
随
す
る
も
の
（taw

ābiʻ
）27.5

 
 

 
 

 
 

 
 

 （law
āḥiq

）26.17
 

 

附
帯
す
る
（ʻaraḍa

）27.4
 

 

附
帯
す
る
も
の
（ʻaw

āriḍ

）27.4
 

 

附
帯
性
（ʻaraḍ

）25.14, 25.15, 25.16, 26.2
 

 
 

 
 

 （ʻaraḍīyah

）26.1
 

 

附
帯
的
（bi-al-ʻaraḍ

）25.7
 

 

部
分
（juzʼ

）26.3
 

 

普
遍
・
普
遍
的
（kullī

）26.3
 

 

普
遍
的
自
然
本
性
（ṭabīʻah kullīyah

）26.4
 

 

平
安
の
源
（salām

）27.12
 

 

本
性
（ṭabīʻah

）25.15, 26.4

ま　

行 

目
的
︹
因
︺（ghāyah

）26.11
 

 

も
の
・
事
物
（shayʼ

）25.4, 26.15, 27.3, 27.15, 27.18 

や　

行 

預
言
者
位
（qadr al-nubūw

ah

）28.3

ら　

行 

来
世
の
幸
福
（saʻādah ukhraw

īyah

）28.5
 

 

離
在
す
る
・
離
れ
る
（m

ufāriq

）25.10, 25.12, 26.5, 27.3 
 

 

類
・
種
類
（jins

）26.6, 26.8
 

 

霊
魂
（nafs

）26.5
 

 

天
使
的
・
霊
魂
的
実
体
（jaw

āhir m
alakīyah nafsānīyah

）27.17
 

 

連
続
量
（kam

m
 m

uttaṣil

）27.2, 27.4 


